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9 【施工における　課題・問題点　等】

・五十嵐浜ＣＣＴＶ設備に附帯する既設コンクリート柱には飛砂が２．２ｍ堆積していた。

またコンクリート柱に装柱されていた一部の機器は飛砂堆積により扉の開閉が困難な状況であった。

　今後、飛砂の堆積により機器運用に支障が及ぶ恐れが十分考えられるため砂がどの程度堆積した

のか目視である程度把握出来る様に工夫を行った。

10 【実　施　内　容】

・飛砂の堆積量が目視で判断出来る様にコンクリート柱の地際から１ｍの高さに赤いラインと

「１ｍ」の文字を入れました。

11 【実　施　結　果】

・現在、飛砂の堆積はさほど有りませんが今後年数を重ねていくと飛砂の堆積が十分考えられるます。

今回は目視で砂の堆積量を把握出来る様に工夫を行いましたが今後の課題としては定期的に飛砂堆積

量を確認し取り除く仕組みを構築することが必要だと考えます。

（様式―１）信濃川下流工事施工研究発表会　

海岸監視用ＣＣＴＶカメラ更新工事。
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【実　施　内　容　等】

施工前の更新設備の状況（五十嵐浜ＣＣＴＶ）

 全景写真 　飛砂堆積により扉が開かない状態
※赤丸内、機器が飛砂に埋没している

　　　　　　飛砂により埋没した設備 　地際より高さ１ｍに赤マーキング実施

　　現在のＣＣＴＶ柱の飛砂堆積状態 １ｍの高さに赤ラインと文字入れ状況
　※赤丸内、今回の創意工夫
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